
団弦管

プロローグ

日本の洋楽の歴史は1853お アメリカのペリーが来航

し,軍楽隊の演奏を聞かせた時から始まる。以来文明開

化の中で洋楽も少しずつとりいれられていったが,それ

が人々の耳になじむには長い年月を要した。日本で管弦

楽が定期的に演奏されるようになったのは明治も35年を

すぎてからで,東京音楽学校 (芸大の前身)が春秋 2回

の演奏会を行ない,常連の聴衆を集めていた。

一方東京大学は明治10年の創立以来「国家ノ須要二応

スル学術技芸ヲ教授スル」(帝国大学令)こ とを目的と

して多くの人材を国家の中枢に送りこんでいた。そして

大学において西洋の学術を学んだ学生たちがやがてその

背景にある西洋の文化に目をむけるようになったのは当

然のなりゆきだった。今日でも音楽会の聴衆は学生が多

いが,当時の東京音楽学校の演秦会の聴衆は,ほ とんど

が学生だったという。聴くだけでは満足せず自分でヴァ

イオリンを弾く学生も明治末にはかなりの数にのばり,

中でも帝大在学中だった田辺尚雄氏 (明40T卒,現武蔵

野音大教授)や颯田琴次氏 (音楽部創立の功労者,後部

長に就任)は東京音楽学校の管弦楽に加わって,ヴァイ

オリンを弾いていた。同好の士はこうして増えてゆき,

やがて各地の大学に,プ ロのオーケス トラ設立に先がけ

て,学生による管弦楽団が作られていったのだった。

I.創 立 の こ ろ

§1.創立前夜

大正 6年のこと,今の農学部前の東京帝国大学学生基

督教青年会館に集まって楽器を奏するグルー プが あ っ

た。当時帝大では学内での「歌舞音曲」を禁じられてい

たため,同好の士は学外で私的に集まって合奏するより

他なかった。妙な音―妙音―を出すグループ とい うわ

けで「メオン・ グルッペ」と自称し,神田襄太郎氏 (大

9卒)の努力によって創立し,指揮者に作曲家弘田龍太

郎氏 (「浜千鳥」の作曲者として有名)をむかえてしだ

いにメンバーも増え,モ ーツァル トのジュピター交響曲

などを手がけるまでになった。メンバーには多 忠亮 氏

(Vn),矢追秀武氏 (Vn),岸偉一氏 (OD, 近衛秀麿

氏 (Va),増沢健美氏 (Fl)な どがいて,京都,神戸,

朝鮮にまで旅行して京城公会堂などで演奏したこともあ

った。(大正 9年夏と推定される)こ のメオン・ グルッ

ペは大正 9年,東大音楽部の倉1立とともに発展的に解散

した。

一方,向ケ丘の旧制第一高等学校 (一高)に も弘田龍

太郎氏の指揮する小オーケス トラが同じころ作られ,前

記岸偉一氏などが中′さとなっていた。編成は弦 が 10余

人,木管 3,4人 ,プ ラス2, 3人,大太鼓,小太鼓,と

いった程度で,かなりのメンバーはメオン・ グルッペと

共通しており,と もに東大音楽部設立の土壊をつくった

といえよう。なおこの一高のオーケス トラは一名「向陵

フィルハモニー」と称し (内海誓一郎氏談), やがて一

高が駒場に移り,戦後東大教養学部となるまで続いてい

たと思われる。

ほかに東京アマチュア・オーケス トラル・ソサエティと

いう団体があって学習院関係の人が中心となっており,

これに矢追氏ら東大関係者も加わっていた。指揮はのち

に東大音楽部の初代指揮者となった瀬戸口藤吉氏で,近

衛秀麿氏もこのオーケス トラで指揮を練習していた。

以上,三つの団体が東大音楽部の前身となったのであ

り,これらに参加していた人たちの間で東大に管弦楽団

を作ろうという動きが高まっていったのだった。

§2.音楽部の創立

大正 8年から9年にかけて音楽部設立の気運はいよい

よ高まり,学士会館や山上御殿で何回かの会合が行なわ

れた。中′心となって動いたのは教官では渡辺鎮蔵教授,

田丸卓郎教授,颯田琴次教授でであり,学生では岸偉一

氏,遠藤宏氏,塚本赳夫氏,矢追秀武氏らで,渡辺氏が

評議会との交渉にあたり,田丸氏が部長となることにな

った。当時東大には「学内で歌舞音曲を禁ず」という学

則があってこれを改正してもらうことが最初の課題だっ

た。そこで総長が古在由直氏に交代したのを機に遠藤宏

氏が各国の大学における音楽の状況を調べ,矢追氏,岸氏

らが先輩の応援を受けつつ折衝をした結果,1920年 (大

正9)秋になって学則の「歌舞音曲」の項は削られ,音

楽部は正式に発足した。そして同年11月 に学友会 に加

入,「東京帝国大学学友会音楽部」として年 200円の予

算が出るようになった。

同年12月 頃には ドイツヘ楽器と楽譜を注文した。この

ための資金は主として渡辺教授,颯田教授が奔走して各
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方面から集めた寄付によるもので,当時は第一次世界大

戦後の好景気の折で意外に多く集まり,結局当時の金で

2000円 をインフレになやむ ドイツヘ送ったのだった。

指揮者には,当時上野の音楽学校のオーケス トラに関

係していた颯田教授の世話で海軍軍楽隊の瀬戸口藤吉氏

をむかぇることとなった。瀬戸口氏は当時53才,何より

もまず「軍艦マーチ」の作曲者として有名であり,長ら

く各地の軍楽隊長をつとめていた人で「元気澱刺,然 も

古武士的風格をそなえ,東大音楽部としては頗る好箇の

1統卒者」 (颯田氏による)だったという。瀬戸口氏には

大学から教導費として月50円 ほどが出されることになっ

た。またコンサー ト・マスターには経済学部の講師ベル

リーナ氏をむかえた。

結局大正 9年中には楽器もなく何もできずに終わり,

翌大正10年 (1921)に は学年末になっても予算を使って

いなかったので,当時来日中のピアニス ト, ウイリー・
バルダス氏のリサイタルを主催した。場所は八角講堂,

ほかに合唱の教導に決まっていた沢崎定之氏 (音楽学校

教授,の ち「第九」の日本初演の独唱者の一人)の独唱
がはいった。これが第 1回演奏会として数えられること

になる。

§3. 最初の演奏会

大正10年の夏前にようやく楽器が ドイッか ら到 着 し

:た。木管・金管ひとそろい,テ ィンパニー対,それにチ

ェロなどで,最初に荷を解いてまばゆいばかりの楽器が

[姿を見せた時の感激は非常に大きなものだった。 (こ れ

らの楽器のうちティンパニとチェロは現在でも使用して

おり,テ ィンパニには「大正ナベ」という愛称がつけら

オしている。またバス・ トロンポーンは同型のものがほか
、には芸大にしかなく,芸大のそれは資料館行きになって

ヽヽる。)中でもコントラ・ ファゴットはそれまで日本に

は全くなかったもので,最初の奏者となった中根不覇雄

氏 (大 12卒)は解説書をたよりに苦闘した。(注1)楽器

とともに主にブライ トコプフ版のオーケス トラや室内楽

譜が多数到着し,積重ねるとlmに もなった。これに続

いて, ま新しいスタンウェイのグランドピアノが高輪の

岩崎家から寄贈され,練習場にあてられた医学部学生食

堂の奥にすえられた。

こうして管弦楽団の物質的基盤もようやく整って部員

たちは瀬戸口氏の指揮のもと練習を重ね,大正10年 12月

には第 2回演奏会,すなわちオーケス トラとしては初め

ての演奏会が当時の洋楽のメッカ,東京音楽学校の奏楽

堂を借用して行なわれた。メンバーは43人 , うち管楽器

の一部やコントラバスには陸軍戸山学校や海軍軍楽隊の

楽手の応援が 9名 はいり,曲 目はロザムンデ序曲,ジ ュ

ピター,カルメンなど音楽学校の管弦楽団にも劣らぬ正

続的なプログラムだった。

半年後の大正11年 (1922)6月 には神田のYMCAで
第 3回演奏会を開き,エ グモント序曲やハイドンの驚愕

などを奏し,合唱も加わった。メンバーは38人,応援は

2名 となり,東大関係者だけで演奏しようとぃぅ理想を

かかげて応援を減らすべく。努力していった。

つづいて9月 には有志20名が近衛秀麿氏を指揮者とし

て東北・北海道に遠征し,「管絃楽大演奏会」を催した

りしている。

当時の音楽界

当時は普通の意味でのプロのオーケス トラはなく,管
弦楽を演奏する団体は東京では陸軍・海軍軍楽隊,宮内

庁雅楽部,それに東京音楽学校のみだった。陸軍軍楽隊

のは明治42年ごろから音楽学校の講師のもとで弦楽器を

学んで管弦楽演奏を行なっていたものであり,音楽学校

は明治31年から春秋 2回 の演奏を行ない,当時我国最高

の演奏を聞かせていた。(ただし管楽器は宮内庁や軍楽隊

の応援に頼っていた。)明治末以降学生の音楽団体が続
々と結成されていった。その最初は慶応のワグネル・ ソ

サエティ (明治34年倉」立,管弦楽は42年から)であり,

これに九州大学フィルハーモニー・ォニケス トラ (明治

43年), 神戸大学,早稲田,京都大学,東大,北大が続

いた。そしてプロのオーケス トラは大正15年創立の新交

響楽団 (N響の前身)が初めてであり,それまでに洋楽

を定着させるための役割の一端をこれらのアマチュア・

オーケス トラが果したといえよう。

§4.ベー トーヴェン祭

学生が最も大きな共感を抱き,最も好んで演奏した作

曲家といえばまずベー トーベンがあげられよう。ベー ト

ーベンの劇的な音楽と豊かな人間性が多くの人に感銘を

与えたのは昔も今も変わりはない。ただちがうのは大正

期の人々はベー トーベンに限らず音楽に接する機会がき

わめて少なかったことである。当時ラジオはまだなく,

レコー ドは輸入盤で高価な上に曲目も豊富ではなく,針
音の間から聞こえてくる音は今日のLPと は比べものに

ならないほど貧弱なものだった。そこで音楽の好きな学

生は早く名曲を聴きたい,知 りたいという願望にかられ

るとそれはただちに「やってみたい」ということになる

わけだった。オーケス トラをはじめて 1年余りをすぎて

オーケス トラの魅力にとりつかれた人たちがオール・ ベ

ー トーベンプロをやろうと思いたったのもきわめて当然
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のなりゆきだった。評論家吉田秀和氏は「現代に生きる

ベー トーベン」という小論の中で東大音楽部のことにふ

れて次のように述べている。

戦前もはるか昔,「良家の男子」が音楽家になるな

ど考えられなかった当時,東京にもまだ定期的な交響

楽団の活動が確立してなかったころ,すでに東京大学

には学生を中′卜とした管弦楽団があって,ベー トーベ

ンの交響由の幾つかの日本初演を彼らの手で行なって

いた。大学生の音楽運動は18世紀 ドイツでもあったけ

れども,歴史も文化的風土も全く違う日本で同じよう

なことがあり得たのは,やはり,ベ ー トーベンの音楽

をやるためであればこそだったろう。(朝 日新聞より)

「ベー トーベン祭」と名づけられた第 4回の演奏会は

大正11年 (1922)12月 に東京音楽学校奏楽堂で2日 間に

わたり有料で行なわれた。曲目は命名式序曲,第 4交響

曲,ヴ ァィォリン協奏曲第 1楽章などで,ヴ ァイオリン

協奏曲を除いては合唱の曲を含めすべてが本邦初演であ

った。 (ヴ ァイォリン協奏曲は2回 目)ヴ ァイオリン独

奏は音楽学校の講師のグスタフ・ クローン氏で,同校オ

ーケス トラの指揮者でもあった氏は管弦楽の奏法につい

てもいろいろ助言をしてくれた。練習は10月 から大体15

回にわたって行なわれ, ヴァイォリン協奏曲など全員が

スコアを持って研究したという。そのほかこの年夏には

有志が御殿場で合宿して練習にはげんだ。

演奏会当日は,2円 ,1円 という高い入場料だったにも

かかわらず満員の盛況で,出演者は41名 , うち応援はヽ

名だった。本番のヴァイオリン協奏曲の演奏の時は,独
奏のクローン氏がヨアヒムのカデンツァを奏していて終

わり近くの一行をとばしてしまったが,テ ィンパニの塚

本赳夫氏が「ソレッ」とかけ声をかけて全員みごとには

いり,無事に終わるという一幕もあった。この日の収益

は上野精養軒で行なわれた祝賀会の費用にあてられたと

いうのも今からでは想像もつかない優雅な話である。こ

のあと12月 16日 のベー トーベンの誕生日には,今はない

麻布飯倉の南葵楽堂で同じプログラムによる演奏会をひ

らき,音楽部の創立に援助を受けた教授たちや各界の名

士を招待した。

こうして創立 2年あまりを経て音楽部の活動もようや
く軌道にのったのはやはり当時人材に恵まれ,さ らに時

節もよく物質的にも恵まれたことにょるもの とい え ょ

う。そのころの演奏がどの程度のものだったかは今日で

は知るよしもないが,楽器を持って半年あまりの人々が

堂々とペー トーベンにとりくんだ努力には敬意を払わざ

るを得ない。そして当時の人々の音楽に対する真摯な態

度は後の歴史を通じて脈々と生きつづけてゅくことにな

る。

演奏会以外には,英国皇太子来学 (大正11年 4月 )に
際して東京の各大学からメンバーを集めて合同演奏をし

たり,山田耕律の日本交響楽団 (大正14年結成)や東京

シンフォニー・オーケス トラ (大11年発足)な どにェキ

ス トラとして加わったりして外部出演も活発だった。
ベー トーヴェン祭のあと,指揮者に瀬戸口氏では物足

りないからクローン氏を頼もうという話があがったこと

もあった。誰が瀬戸口氏に断わりに行くか, という所ま

で話は進んだが結局実現にはいたらなかった。

またベー トーベンにとりつかれた人々は「第九」の第

1楽章だけでも音にしよう, というわけで総譜からパー

ト譜を写して,練習の始まる前に岸偉一氏のタクトで演

奏しようとしたこともあったが,30小節ほどやったとこ

ろで瀬戸口氏が登場して中止させられた。第九が日本初

演される前の話である。(注2)

§5.京大との合同演奏会

ベー トーヴェン祭を終えて一段落したわけだが, この

あと瀬戸口氏が辞任を申し出たため,後任の指揮者さが

しに委員は奔走し,弘田龍太郎氏や信時潔氏と交渉した

が不成立に終わり,結局塚本赳夫氏と遠藤宏氏が指揮に

あたるようになった。

大正12年 (1923)9月 1日 の関東大震災は東大にも多

くの被害を出し,教室のほとんどが使用不能になった。

12月 の第 6回演奏会はバラックのような教室で塚本・遠

藤両氏の指揮で行なわれた。(注3)

大正13年 (1924)に なると東京 。京都の両帝大は秋に

スポーツ週間として各競技を行なうことになり,音楽部

同士の交歓も計画された。 8月 に京大の代表者が上京し

てきて遠藤氏や,京大の先輩で東大とも縁の深い深瀬周

一氏らと協議した結果,ス ポーッの最終日に合同演奏会

を行うことにした。この年は京都で2日 間にわたって行

なわれ,指揮は京大の指導にもあたっていた瀬戸口氏だ

った。この催しは大正T5年 まで 3回行なわれ,場所は2

回目東京, 3回 目が京都,それぞれ遠征した方の奏者が

トップ奏者をつとめた。(注4)

Ⅱ:戦前・戦中

§1.昭和前期

震災後瀬戸口氏に代わって教導となった遠藤宏氏は以

後昭和10年 (1936)ま で10年以上にわたって指揮をつと
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めた。氏は卒業後文学部の大学院で音楽の研究に携わっ

ており,軍楽隊の指揮者だった瀬戸口氏によって基礎固

めができたあとは,遠藤氏のような音楽的な意味での専

門家が求められていたのだった。

このころの演奏会は年一回,秋に神宮外苑の日本青年

館で行なわれ,いつもかなりの盛況だった。入場は無料

で,収入源としては学友会の予算しかなかったために年

一回の演奏会がせいいっぱい, したがって練習も近年の

ようにいつもスケジュールに追われることもなくのんび

りしていた。曲目の決定も遠藤氏にまかされていたため

に,南葵音楽図書館から珍らしいオーケス トラ譜を借り

てきて次々と変わった曲を演奏した。現在までに東大オ

ーケス トラの本邦初演曲は60曲以上にのぼるが,その多

くはこの時代のものであり,中には後にも先にも一度し

か演奏されなかった曲もあった。

昭和10年,遠藤氏は九州大学の講師や音楽学校の講師

をつとめるようになったため,当時旧制一高で物理を教

えていた長井維理氏が指揮者になり,以後実に昭和31年

まで20年間にわたって音楽部の指導にあたった のだ っ

た。11年からは演奏会は 1年 2回,春と秋に開かれるよ

うになり,そのほかにも放送や録音,奏楽といった本番

が増加した。

昭和10年代の前半は繁田裕司 (=三木鶏郎), 栗本東

―,安藤晶,柴田南雄ら豊富な人材を得てオーケス トラ

は一つの頂点に達した。音楽部は12年に運動会をはなれ

て本部直属になり式典の奏楽を行なうようになって学内

でも確固たる地位を得,12年夏の世界教育会議の奏楽に

際しては新しい管楽器十数本を大学の予算で購入した。

部室はこれまでずっと医学部第二食堂のとな りだ った

が,昭和13年第二食堂3階の現在の部室へ移転した。演奏

会でもいろいろ新しい試みがなされ,まず選曲は幹部部

注 1)上野の音楽学校からも借りにきたというので自慢
のタネになった。

現在使っているコントラ・ ファゴットは昭和41年に

買ったものだが,ア マチュアでコントラを有するのは

今でも東大と九州大のみで,コ ントラ奏者がしばしば
エキス トラに出かけるのは昔も今も変わりはない。な
お九州大では大正14年にコントラファゴットを入手し
ている。

注 2)第九は大正13年 11月 , クローン指揮の東京音楽学
校管弦楽団により日本初演が行なわれている。

注 3)震災後まもなく有楽町の報知新聞ホールで有志が

音楽会を開いた,と いう記録があるが詳細は明きらか
でない。

注 4)戦後昭和29年,30年に再び合同演奏会が行なわれ
ている。

員の合議で決まるようになったし,名称も11年の24回か

ら「定期演奏会」となった。ステージと聴衆が一体とな

って楽しもうというわけで, Wie Schё n ist es!(歌

声ひびく野に山に)を聴衆とともに歌ったのは24回定期

が最初であり,以後「恒例番外」として戦時中も欠かさ

ず毎回演奏され,今 日まで歌いつがれている。 (注5)

一方これまでの音楽部の歴史をまとめ,OBと の交流を

深めようと栗本氏らの手で「部報」が発行されたのもこ

のころのことである。

こうして音楽部は「古きよき時代」ともいうべき隆盛

期にあったわけだが,社会は戦争への道を歩んでいた。

§2.戦争と音楽部

昭和も13年をすぎると外来音楽家は後を絶ち,軍国童

謡が現れたりして音楽界にも次第に戦争の影がさしはじ

めていた。大学においても軍事教練が必須科目になった

り,いろいろな筆禍事件が起こるなど情勢がけわしさを

加えてゆく中で,音楽部も第28回定演 (昭 13)か ら君ケ

代をプログラムに加えたり,「傷療軍人慰間の午後」を

開いたりという形で時局への対応をせまられ た のだ っ

た。それでも昭和17年まではまだ食料もあったし,終日

部室に入りびたる部員の姿も見られたが,定期演奏会を

年 2回 日本青年館で開き得たのは17年が最後だった。

昭和18年,米英楽曲が禁止され,演奏家協会では「我

々は枢軸国民以外とは舞台を共にせぬ」と声明したりし

て音楽も戦時色一色になった。前年以来大学の在学年限

は 6ケ月短縮されていたがこの年10月 には学徒戦時動員

体制がしかれ,文科系学生に対する徴兵延期措置が廃さ

れて学生も戦場へ送られることとなった。18年 11月 ,第

38回定期は「出陣学徒壮行演奏会」として学内で行なわ

れた。合唱は日本とドイツの軍歌集,オ ーケス トラは

「旧友」と「愛国行進曲」,それにベー トーベンの 5番と

いうプログラムだった。当時の人々がどのような感慨を

胸に「第 5」 の運命の動機や勝利の歌を聞いたか,また

「歌声ひびく野に山に」の明るいメロディを歌ったかは現

在からは想像するよしもない。伊藤隆太氏 (昭21卒)は

その時の思い出を「えもいえぬ不思議な気分を押しきる

ことも出来ず演奏は進んで行った」と書いておられる。

昭和19年にはいるとかなりのメンバーが学徒動員,あ

るいは勤労奉仕にかり出されて人数は減り,昭和16年以

来参加していた五月祭も中止されて室内楽に日々を送っ

注 5)こ の曲の管弦楽伴奏は繁田裕司氏によるものであ

り,現在はさらに早川正昭氏が大編成に書きなおした

ものを使用している。現在までのべ 130回 以上演奏さ

れている。
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ていた。部室のそばには配属将校の部屋があって合奏を

やっていると文句を言われることもたびたびだった。そ

れでも部員たちは部室に電熱器を持ちこんで飯をたきな

がら練習し,何とかメンバーをかき集めて11月 定期演奏

会を開いた。空襲警報のあい間をぬって行なわれたこの

39回定期は戦前最後の定演となり,以後10年間定演は中

断した。

昭和20年になるともうオーケス トラは出来なかった。

部員の戦死の報が次々と伝えられていた。空襲が激しく

なって創立以来の楽器のうちバスクラリネットとコント

ラ。ファゴットが焼失してしまった。6月 , 日響が戦前

最後の定期演葵会を行なってから一週間後,オ ーケス ト

ラでは25番教室でささやかな室内楽演奏会を開いた。そ

して8月 ―真夏の太陽が照りつける中で終戦の日をむか

えた。

ⅡI.戦後の復興

§1.戦後の混乱の中で

ようやく戦争が終わって大学に音楽が戻ってきた。音

楽部室からは室内楽や管弦楽,そ して混声合唱の楽しげ

な響きが聞こえるようになった。はじめに立直ったのは

やはり合唱であり,オーケス トラはややおくれをとった

がメンバーの復員とともにその活動も軌道にのった。

戦後初の管弦楽演奏は昭和21年 (1946)の五月祭,曲
はかつて出陣学徒を送ったペー トーベンの第 5だった。

それ以後29年になるまでは定期演奏会はなかったが,五
月祭や秋の文化祭に演奏会を開き,世情の安定とともに

質量とも成長していった。五月祭では昭和24年 (1949)

から安田講堂が使えるようになり,23年から27年 まで毎

年のように東大女子学生の第 1期生だった藤 田晴子氏
の独奏でピアノ協奏曲を演奏した。また23年 ごろからは

放送や高校の文化祭出演,奏楽,さ らには劇の伴奏など

臨時の本番がしだいに増加し,プロ的な性格をおびた活

動が多かったのも戦後の特殊事情によるものであろう。
このためか戦後の曲目は意外と多彩で,指揮にあたった

伊藤隆太氏や長井維理氏もかなり苦労されたという。
こうして戦後の中でオーケス トラが復興をなしとげ得

たのは,部室と楽器のほとんどが空襲にあわずに残った
という幸運と,長井氏や伊藤氏らのすぐれた指導があっ
たためであり,次の時代の新らたな発展へと導かれる。

昭和25年 (1950)に なると野球の六大学と同じメンバ

ーで六大学音楽連盟が結成され,軽音楽などとともにし

ばしば六大学演奏会を開き,文化放送から放送されたり

した。

さらに28年 になって六大学交響楽連盟が発足し,12月

第 1回の演奏会が開かれ,東大からは24人が参加した。

この連盟はこの演奏会を行なっただけで消滅してしまっ

たが,こ のことは後年結成された全国大学オーケス トラ

連盟の活動の先がけをなすものであった。

§2.東大駒場管弦楽団

昭和24年 (1949)に新制大学が発足して,駒場には旧

制一高と旧制東京高校を吸収して東大教養学部が設置さ

れた。駒場中寮 3番の総勢12人によって駒場管弦楽団は

このころ発足した。新制大学になってもはじめは本郷と

駒場の間の連絡はほとんどなく,駒場の学生は本郷の東

大オーケス トラの存在を知らなかったという。

戦前東大で音楽部と親しい関係にあり,戦後教養学部

教授となった小松清氏や化学の助手だった江原望氏,池
田正義氏らが部の基礎づくりに活躍した。楽器は一高の

管弦楽団から代金を払わぬまま譲りうけ,指揮はやがて

伊藤隆太氏,江原望氏,小松教授などが担当した。25年

本郷から合流を望まれて断わったあと,同年秋初めての

駒場祭には弦楽合奏とベー トーベンの第 2の 2楽章を演

奏,満員の盛況だった。メンバーははじめのうちはなか

なかそろわず,エキス トラや駒場高校からの賛助がはい

ったし,練習場も適当なところがなく各教室や体育館に

椅子と楽器を運びこむのも一苦労だった。

27年,こ れまでになく多数の入部があってだいぶオー

ケス トラらしくなり, 7月 には駒場構内で第 5回定期演

奏会 (それ以前の駒場祭, クリスマスなどの演奏会を数

えて5回 目の意)を開き,「エグモント序曲」や「なき

王女のためのハバーヌ」などを小松教授と井上一美氏の

指揮で演奏した。翌年にはさらにメンバーが増え, 7月

の定期演奏会につづいて初めて東北へ演奏旅行へでかけ

ることになった。これは小松教授と弘前大学の栗原文理

学部長の努力で実現したもので, 5泊 6日 の間に6回 の

演奏会を行なって多くの人々から歓待を受けた。

§3。 本郷と駒場の合併

こうして4年あまり,本郷と駒場では別々の管弦楽団

が活動してきたわけだが,昭和28年 (1953)に 旧制最後

の卒業生を送り出し,駒場の教養学部も軌道にのって駒

場と本郷がひとつの大学であるという意識が定着すると

ともに二つのオーケス トラの合併の気運が盛 りあが っ

た。駒場は在籍 2年,つまり毎年半数が交代するわけで

落ち着いた活動もできず,楽器や練習も不足だったこと
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か ら合併はやがて部員の受入れるところとなり,29年 4

月正式に合併して駒場独自の管弦楽団はなくなり,駒場

の学生も本郷へ練習に出かけるようになった。この年,

コール・アカデミー合唱団も独立の定期演奏会を行なう

ようになった。

昭和29年 (1954)はその後のオーケス トラの活動の方

向を示す重要な年となった。この年7月 ,10年のあいだ

行なわれなかった定期演奏会が復活し,エ ロイカやマイ

スタージンガー前奏曲のほか,同年五月祭で初演された

早川正昭氏の「管弦楽のための三章」が演奏された。こ

の年はまた音楽部の倉1立35周年の年にあたってい た の

で,大田泉氏らを中′心として「音楽部35年史」が編さん

され, 7月 の40回定期の日に発行された。

さらに大正年間以来とだえていた京大との合同演奏が

この年29年ぶりに行なわれた。これは29年 3月 に京大交

響楽団の委員二人が上京してきた時に具体化 した もの

で,当初学生音楽団体の全国組織をつくることが構想と

して出され,その第一歩として東大と京大間の交流を深

めようというわけで合同演奏会が計画されたのだった。

こうして開かれたのが同年12月 末の合同演奏会(於京都)

であり,交歓 レセプションも行なわれて交流の実をあげ,

∞年7月 には東京で再開 2回 目が行なわれた。しかし財

政上のことで多くの問題があったためにこの企画はこれ

で終わった。最初あった学生オーケス トラの全国組織の

件はこの時は実現しなかったが,昭和39年になって「全

国大学オーケス トラ連盟」の発足で実を結ぶことになる。

もうひとつ,駒場祭でショスタコーヴィチのオラトリ

オ「森の歌」を演奏したのもこの年のことだった。合唱

は柏葉会や音感合唱団を中,い とする総勢2al人 (4∞人と

もいわれている)の大合唱で,全体としてまとまりはあ

まりよくなかった。この時伊藤隆太氏のいれちえで作曲

者に手紙を出したところ,駒場祭の終わった12月 になっ

て激励のメッセージが届き新聞でも話題になった。

翌30年,指揮は長井氏のほか井上一美氏,さ らには栗

原大治氏などに依頼することも多くなり,曲 目もプロコ

フィエフの「ロメオとジュリエット」や「新世界」など

かなりの大曲が登場するようになった。そして31年 6月

には芸大の山本力氏を指揮者にむかえ,32年から常任指

揮者となった。長井氏は結局20年 という長い年月,それ

も戦中戦後の困難な時期にずっとオーケス トラの指導に

あたってきたわけで,オ ーケス トラでは32年 1月 に長井

氏引退記念の特別演奏会を開催してその功をたたえた。

§4.山本力氏の時代

山本力氏は昭和34年 1月 まで2年半にわたって指揮を

担当し,音楽の専門家として適切な助言 。指導をされて

以後の発展の基礎をきずいた。

31年にはまたオーケス トラの機構改革が行なわれて組

織面でも以後のオーケス トラのやり方の方向 を規 定 し

た。これは主に猿山一郎氏や原田三朗氏らが中′心となっ

てメンバーの増加にともなう委員の専門化の必要から実

行されたもので総務,内務,渉外,楽譜,楽器,会計,

インスペクターなどの委員がおかれた。さらに練習第一

主義をかかげて練習への出席率向上をはかったこと,部

室に無関係の合唱団を追い出したこと,OBの借りてい

た楽器を取り返したこと,五月祭で室内楽演奏会を開い

たこと,などはこのころの人々の功績であった。

32年,再度京大へ遠征しようと交渉したが失敗に終わ

り,急速に演奏旅行の計画が具体化することとなった。

28年の駒場管弦楽団の演奏旅行当時の部員はもうほとん

どいなくて全く手さぐりの交渉だった。春休みの初交渉

には猿山氏,村井正守氏らがあたり,山形では朝日新聞

にいた大口氏 (30年卒)や山形大学長の関口勲氏の力を

かりて山形での演奏会が本決まりとなり,つづいて東北

3都市と札幌での話がまとまった。なにぶん初めてのこ

と, しかも学生オーケス トラで本格的な演秦旅行を行な

っているのはほとんどない時代だったから採算の点など

で苦労は大きかったが,結局8日 間に9回の音楽教室と

5回の演奏会を行なうというハード・スケジュールを無

事消化し,採算もどうにかとれて一応成功に終わった。

演奏旅行はこれ以後毎年行なわれるようになり,オ ーケ

ス トラにとっては冬の定期演奏会とならぶ大きな行事と

なった。

Ⅳ .早川時代

昭和34年から43年 までの10年間はまさに早川時代とよ

ぶにふさわしい。早川氏の豊かな音楽性と明快な指揮,

そして学生オーケス トラをよく理解した指導は音楽的水

準を飛躍的に向上させ,やがてあの訪欧演奏旅行の成功

へと導くのである。

§1.早川正昭氏と東大オケ

早川正昭氏は昭和27年東大入学と同時にオーケス トラ

にはいり,入部早々からチエロ,ホルンなど万能奏者と

して,また指揮,編曲,作由に大活躍をした。29年には

「管弦楽の為の三楽章」が五月祭て初演されて好評を博

し,40回定期と京大合演でも演奏した。31年農学部林学

科を卒業と同時に東京芸大の作曲科へ入学,作曲と指揮
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を本格的に学ぶかたわら,東大オーケス トラの演奏会に

は毎回出演していた。

昭和34年,常任だった山本力氏が島根大学へ赴任する

ことになったため,当時芸大在学中の早川氏が後をつい

だ。それ以後早川氏は43年 7月 まで常任指揮者の座にあ

って, 130回 以上のステージ,各種奏楽から合宿にいた

るまでオーケス トラのほとんどすべての活動 で指揮 を

し,熱′いに指導にあたった。この間メンバーの増加と技

術の向上に伴なって曲目の大由化,難由化は著しく,45
回定期のプラームスの第 4交響曲にはじまってチャイコ

フスキーの第 5,シベリウスの第 1,「火の鳥」(ス トラビ

ンスキー),ブ ラームスの第 1,幻想,バル トークの「管

弦楽の為の協奏曲」, 悲愴,などが次々と演奏された。

またアマチュアではあまり演奏されないような近代曲,

現代曲もしばしば登場してプログラムをゆたかにした。

近代曲現代曲をとりあげることは早川氏がアマチュアの

オーケス トラを育てるひとつの方法であり,ま た部員の

好みや大きくなった編成にも照応するものであった。特

に「ティル・オイレンシュピーゲル」を一ケ月と少しで

仕上げた (39年五月祭)こ となどは早川氏ならではとい

えよう。

§2.発展の時代

昭和33年 ごろから43年まではだいたい毎年同じような

スケジュールで活動が行なわれ,長期的な計画による活

動ができた。すなわち入学式奏楽にはじまり,五月祭,

演奏旅行,夏合宿,秋合宿 X38年から), 駒場祭,定期

演奏会,卒業式奏楽という一連の活動であったが,反面

スケジュールに追われ単に例年どおりのことをするだけ

ではないかという批判もあり,後に大きな問題となる。

部員数は34年 ごろ一時60人を割ることもあったがその

後順調に増えて,36年ごろからは特殊楽器をのぞいては

ほとんどェキス トラなしで演奏できるようになり,39年
の定期演奏会では出演105名 ,42年定演では129名 を数

え,学内でも最大のサークルとなった。楽器の面では,

36年 ごろから演奏旅行で収益があがるように な って大

正,あ るいは昭和初期の楽器を少しずつ買いかえること

ができるようになり,さ らに40年からは大学の予算がお

りてコールアングレ,ペダル・ ティンパニ,コ ントラ・

ファゴットなどの大物の購入も実現した。 (こ のため下

倉楽器店には今なおかなりの借金かある。)

演奏旅行は32年以来,毎年夏に行なわれている。年と

ともに演奏会の数が増加して日数は8日 から9日 ,人数

も80人以上というのが,38,39年以降普通になった。ま

た演奏会はほとんどが自主公演になって会場,宿舎の予

約からヂケットの売りさばきまですべて部員の手で行な

うようになった。しかしそのために各地の東大出身者な

どに大きな迷惑をかけることが多くなり演奏旅行のあり

方は毎年問題になっていた。旅行中はともかく毎日本番

があるので時には大変なハプニングがあるとともにまた

非常な名演をすることもあり,中 でも出雲でのチャイコ

フスキーの第 5(36年),浜松での魔笛序曲,金沢での幻

想交響曲(38年),宇和島でのティル・オイレンシュピー

ゲル (39年)な どはなかば伝説的な名演とされている。

(そ ういう演奏に限ってテープが残されていないのもお

もしろい。)演奏旅行では子供たちにオーケス トラを知っ

てもらおうと,各地で音楽教室を開いている。特にプロ

のオーケス トラが訪れないような場所では非常に喜ばれ

ており,内容的にもプロのおざなりな音楽教室よりはよ

ほど充実してきていると思われる。

定期演奏会は毎年 1月 行なわれ,曲 目は年々質量とも

に拡大していった。選曲について各人の好みや各パー ト

の利害,編成の都合などがからんでもめるのも毎度のこ

とで,特に47回定期 (37年)な どベー トーベンの第7交

響曲とシベ リウスの 1番 とが主張されて決まらず,結局

両方演奏することになったということもあった。39年に

は学生オーケス トラとして,初めて東京文化会館へ進出

し,幻想交響曲を演奏して満員の聴衆を集めた。

さて昭和39年,オ ーケス トラは創立45年 目をむかえ,

12月 にはOBを集めて記念演奏会とパーティを開き,0
Bと現役のオーケス トラがそれぞれ演奏した。この時刊

行されたのが「東大オーケス トラ45年史」であり,太田

雅夫氏の編集したものだった。つづいて40年 1月 の第50

回定演ではプラームスの第 2,テ ィル・オイレンシュピ

ーゲル,パル トークの管弦楽のための協奏曲というプロ

グラムが組まれた。これも選曲でもめたあげくの妥協の

産物だったが,ア マチュアの限界を越えたプログラムと

していろいろな意味で注目を集めた。本番ではプラーム

スの 2番は練習不足でかなリボロを出したが,テ ィルは1

前年五月祭以来ずっと演奏してきた曲でもあり,最高の

出来を示した。 (こ の時の演奏はLPレ コー ドになって

残っている。)

部員の増加に伴なって出番のない一年生 (用 が あ る

と手紙で連絡が行くので「手紙部員」とよばれ た)が
オケに親めるように,ま た一年同士の親睦の機会を確保

するために駒場の教養学部で「 Bオーヶス トラ」の練習

をするようになったのは40年 4月 のことだった。これは

主に 2年生が運営し,学生が指揮して4月 から7月 まで

練習するもので以後毎年行なわれてある程度の成果をあ

げているが,一方本郷と両方出席する部員の過剰負担や.
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一年生の間での技術的隔差などの問題があって現在も解

決されていない。

ともあれ,昭和29年の本郷・駒場の合併以来オーケス

トラはあたかも日本人の経済生活の安定と呼応するよう

に,早川氏の指揮を原動力として質量ともに大きな発展

をとげ,41年の訪欧演奏旅行というひとつのピークヘむ

かって歩んでいたのである。

§3.他大学との交流

ここで他大学との交流のことについて若干ふれておき

たい。

すでに述べたように昭和29,30年の京大との合同演奏

会の時に学生オーケス トラの全国組織の構想はあったの

だが,その時は機熟さずして成立しなかった。その後10

年の間に学生オーケス トラの数もおよそ 2倍となり,各
大学交流の機会が望まれるようになってい た。 39年 5

月,名古屋大学交響楽団の代表 3名が東大を訪れて連盟

設立の希望を伝え,東大に活動の中′きになってもらいた

いとの申入れがあってオーケス トラ連盟は具体的な構想

となった。名大で連盟を提唱するきっかけになったのは

名大チェロ族の酒のみ話だったという。その後京大,北
大との連絡,都内十数校を集めての会議を経て, 8月 駒

場の同窓会館に全国から13校30人の代表を集めて合宿を

行ない,規約や活動方針を討議したすえ「全国大学オー

ケス トラ連盟」 (略称オケ連)が発足した。事務局は東

大におかれ,初代の事務局長には大田雅夫氏 が就 任 し

た。以来毎年夏の合宿や理事会,プ ロックごとの合同演

奏会など活発な活動を続けており,加盟校も80校にのぼ

って大学問の交流にとってかけがえのない機関となって

いる。関東プロックでは合同演奏会もたびたび行なわれ

ており,前回はプルックナーの4番など大曲をとりあげ

た。

そのほかの大学問の交流の場としてはジニネス (青少

年音楽日本連合)がある。これはパ リに本部をおく組織

の下部機関として設立されたものでNHKの人の手で運

営され,毎年の青少年音楽祭では各大学選抜メンバーに

よるオーケス トラをつくって出演し,その演奏はNHK
か ら放送される。昭和39年の第 5回音楽祭の時は例年と

異って各大学ごとに一曲ずつ演奏したが,こ の時東大は

難曲「ティル・オイレンシュピーゲル」でプログラムの

最後をかざり好評だった。

V.訪欧演奏旅行

昭和40年 (1965年)4月 ,末広恭雄教授のあとをうけ

て経済学部の松田智雄教授が音楽部長に就任した。そし

てその年9月 ,学会のため西 ドイツにおもむいた松田教

授は,テ ュービンゲン大学学生事業局長ズィーベット氏

から,同大学学生室内楽団との交歓演奏の申込みを受け

た。オーケス トラの50年 の中でも最大の活動であり,オ
ーケス トラをひとつのピークにまで至らしめた訪欧演奏

旅行はこの時端を発したのだった。

§1.訪欧決定まで

オーケス トラの部員がはじめてテュービンゲン大学か

らの申入れの件を知ったのは40年10月 有志数名が松田教

授宅を訪問した時のことだった。その時の話では41年 3

月にテュービングン大学の室内楽団が来訪するので面倒

を見てはしい,ま た答礼に東大オーケス トラが ドイツζ

行くという話もあるが資金的に困難だ,ということでは

じめは訪独など夢物語のような話であった。その後テュ

ービンゲンの来日が 1年延びて42年 3月 になり,東大の

訪独が41年秋に可能ではないかという見通しができたた

め,資金的な面やオーケス トラのスケジュールなどの点

について予備調査を開始した。この予備調査では資金と

しては約30∞万円かかること,その多くは財界はじめ各

方面からの寄付にたよらねばならないこと,それについ

ては松田教授から各界へはたらきかければ何とかなると

推測されること,な どが明らかにされた。

41年 1月 の第51回定期演奏会のあと訪独調査委員会を

部内に設置してさらに本格的な調査にあたった。部員の

間でもさまざまな討論が行なわれ,テ ュービンゲン大学

との交歓 。日独親善という大義名分以外にオーケス トラ

にとって,各人にとって訪独の積極的意義は何か,日 本の

アマチュア・オケとして一応の線までは来ていた東大オ

ーケス トラが音楽の本場でどう受とめられるか,こ のよ

うな大きな事業はサークル活動の枠を越えているのでは

ないか,個人負担 (8万円と予定されていた)に問題は

ないか, ドイツヘ行かれない人が必らず出るがその人々

をどう扱うか,訪独後のオーケス トラはどうなるのか・・・

……など問題は尽きなかった。

2月 の試験中も準備交渉は続けられ,部員には討論資

料やアンケー トがたびたび配られた。そして3月 24日 と

27日 ,卒業式奏楽の練習のあと訪独につき最終決定を下

すための部員総会が開かれ,上述の問題点を中,きに両日

あわせて10時間以上に及ぶ討論が行なわれた末,27日 の

夜10時半になって採決の結果, ドイツ演奏旅行をオーケ

ス トラの活動として行なうことが正式に決定した。これ

に基づいて17名 の実行委員が選出され,訪独実行委員長

には39年度総務をつとめ,45年史の編集,オケ連の設立
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などその実行力には定評のある太田雅夫氏 (当時法学部

4年)が就任した。

これ以後オーケス トラはドイツ行きという一大目標に

むかって巨大な歩みを続けていった。

§2. 練習と準備の 6ケ月

毎年の国内演奏旅行の時は準備 。交渉いっさいを部員

が担当していたが,訪独ともなると部員と松田教授の力

だけではどうにもならず,特別に旅行本部 (本部長は大

越伸農学部教授)が設置され,一方募金活動のために後

援会 (会長・元東大総長茅誠司氏)が組織され,各方面

に計画書・募金趣意書を配る仕事が始まった。 4月 19日

には学部長会議で東京大学が正式に派遣するという形を

とることが承認され, ドイツでは ドイツ政府内務省,テ
ュービンゲン大学, ドイツ学術交換奉仕会 (DAAD)
が受入れを担当することになった。またチャーター機の

残りの座席をうめるための同行旅行団の編成や航空代理

店の依頼などが6月 までに行なわれた。

この間オーケス トラは例年どおりの活動を続けた。ま

ず五月祭はレオノーレ序曲,イ タリア交響曲, ドン。フ

ァンというプログラムで行なわれ,「ティル・オイレン

シュピーゲル」以来再びR・ シュトラウスがとりあげられ

た。特に ドン・ ファンは大変 な難 曲で,各パー トとも

必死で分奏を重ねた。この年入部した41年度生が少なく

なったのはこの ドン・ ファンの難かしさのせいだともい

う。つづいて7月 の演奏旅行では上記三曲に「新世界」

を加えて正味 2時間にも及ぶ曲目を演奏したが,秋の大

事業を前にしてやや落着かず,しかも超難曲ぞろいだっ

たためにあまり評判はよくなかった。特に大阪の新世界

の時はスケルツォでオーボエがはいりそこなってメロデ

ィがなくなって弦のきざみだけになり,それもだんだん

わからなくなってあわや止まるかと思われる頃くりかえ

しのところでティンパニが必死にはいってようやく演奏

がつづけられるという一幕もあった。以上の練習のあい

間をぬって ドイツ語会話の講習会や日独文化についての

読書会も行なわれた。また訪独実行委員会では「頭毛狂

歩兄」という奇妙な名 (委員の頭文字をつづりあわせて

漢字にしたもの)の新間を発行して本部報 告, 交 渉経

過,各種手続などを部員に知らせた。訪独に参加するメ

ンバーは予算の点から1∞ 人を越えることはできなかっ

たので, これも6月 には決定して新聞紙上に一挙に発表

した。

一方松田教授は7月 初旬学会出席を兼ねてオーケス ト

ラ訪独の交渉に出発したが,こ の過程で ドイツ側から当

初東大で用意したプラームスの第 4交響曲をふくむプロ

グラムは重厚すぎて不適当なので変更してはしいという

申入れがあった。テレックスや国際電話で松田教授とた

びたび相談した結果,五月祭の三曲と前回の定期演奏会

で初演された早川正昭氏の木琴協奏曲,モ ーツァル トの

プァイオリン, ヴィオラのための協奏交響曲,ディヴェ

ルティメント17番の中から4種のプログラムで演奏する

こととした。またオース トリアのグラーツとウイーンで

演奏することも決定し訪独の名称は「訪欧」となった。

この間後援会を中′いとする募金活動は積極的に続けられ

ていたが,オ ーケス トラでも10月 に記念特別演奏会を開

くことにして7月 初めには1500円 とlCXXl円 という値段で

売り出した。これはもちろん前例のない高額なものだっ

たが,半分は寄付行為であることを了承してもらって売

ったもので,200万円以上の収益をあげた。

8月 15日 から妙高高原で2週間にわたる合宿がはじま

った。 トレーナーとしてNHK交響楽団やヴィヴァルデ

ィ合奏団の人を招いて徹底的な練習を行ない,大きな成

果をあげた。反面目標が練習一本にしばられたことから

いろいろな問題がもちあがり,たびたび委員会や総会が

開かれ,実行委員会では特別声明を出すなどかなり異常

な雰囲気もあったことは確かである。つづいて9月 ,10
月は例年では試験のために練習を休むがこの年は週一回

土曜日に練習を続けることにした。このころになると旅

行団も含めて百数十人もの渡航手続やヨーロッパとの連

絡,公文書の作成など本部の事務は多忙を極め,あわた

だしい日々が続いた。

10月 21日 , 日比谷公会堂で訪欧記念特別演奏会を開い

た。高い入場料にもかかわらず聴衆は8分以上の入りを

示し,音楽の国 ドイツ,オース トリアヘ乗りこむ学生オ

ーケス トラに暖い拍手が送られた。同日,旅行団とオー

ケス トラの結団式がオース トリア大使ハー トルマイアー

氏をむかえて行なわれた。それから出発までの5日 間は

最後の練習と打ちあわせ,パンフレットの印刷,楽器の

荷造りなどに費やされた。

§3.ヨ ーロッパでの東大オーケス トラ

10月 27日 朝,整備の都合で10時間遅れて到着したスカ

ンジナビア航空のチャーター機ていよいよヨーロッパヘ

むけ出発した。総勢106名 ,う ち演奏人員101名 であった。

西 ドイツでは移動に使うバスや宿泊するホテルのことか

ら演奏会場の世話まですべてDAAD(ド イッ学術交換

奉仕会)の世話になった。

10月 29日 夜,ボ ンの郊外のゲミュントで最初の演奏会

が行なわれた。ゲミュント市公会堂につめかけた聴衆を

前に両国国歌につづいてモーツァル トのディヴェルティ
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メント17番,協奏交響曲,そ してイタリア交 響 曲 を演

奏,冷たく澄んだ ドイッの空に響きわたった。聴衆の反

応はきわめて暖かく,途中の楽章でも盛大な拍手がわき

おこり,最後の曲が終わった時には小さな公会堂がゴー

ッと鳴りひびくようなものすごい拍手と床を踏みならす

音に包まれ,ア ンコールを3曲演奏するほどだった。は

じめかたくなっていた部員も聴衆の暖い拍手を受けて熱

のこもった演奏をし,まずは成功裡に第一夜の演奏を終

えた。

こうして西 ドイツで 6回,オース トリアで 2回の演奏

会を開き,各地でのレセプション席上でも演奏し,そ の

間をぬってオペラやコンサー トに接することもできた。

楽器はほとんど日本から持参したが,テ ィンパニー対と

ハープ,チ ェレタスは現地で借用し,ウ イーンでは特にウ

イーン交響楽団のものを使用した。会場はどこも割合小

さなホールだったが音響的にすぐれたホールも多く,中
でもフィアゼンの会場は世界で7番 目に音響が良いとい

うところで,有名な音楽家もたびたび来演しているとい

う。このフィアゼンでの演奏会は特に好評で,ア ンコー

ルを6曲 も演奏した。現地の新間は「彼らは期待を裏切

らず, ミカドの国から来訪して来た生気はつらつたる若

き音楽家達に対する感動は,ただ大きかった のみ で な

く,尊敬の念さえよび起こした。」という書き出しで評

を掲載した。各都市で大学の総長や市長主催の歓迎レセ

プションが行なわれ,そのすさましいばかりのビール・

ワイン責めは全くドイツ的だった。そのほか楽器を買っ

た者もあった。

ヨーロッパでの20日 間は夢のように過ぎさって11月 16

日夕刻羽田空港へ到着,未曽有の大事業だった訪欧演奏

旅行はともかく成功をおさめて終了した。この演奏旅行

で,そ の前 2,3年ある程度に達したまま停滞していた演

奏水準を一気に引き上げることに成功し,ア マチュアと

してのほぼ極限にまで達し得たことは確かである。技術

的なこともさることながら,音楽性について「演奏は驚

嘆に値するものだった。それはむしろ音楽の内容がいか

に表現されたかということ,技巧を越えた本質的なもの

についてである」(グ ラーツの新聞評より)といった具合

に高い評価を受けたことは部員はじめ関係者にとって何

よりの喜びであった。プログラムの点では冒険とも言え

る難曲ぞろいだったが,史上最高の練習量と本番の回数

でこれを克服した。そしてこれを演奏したメンバーがハ

ープの早川夫人,卒業生 4名 ,職員2名 を除いてすべて

現役の学生からなっていたことも誇るに足ることがらで

ある。 (近年世界的に弦楽器奏者の不足が目立っている

が大学のオーケス トラも例外でなく,現在エキス トラな

しで演奏できる大学はごくわずかである。)部員の中から

出した3人の独奏者も好評で「傑出した音楽家であると

いう以外に何も言うべきことはない」と評され, ドイツ

のオーケス トラにさそわれたりした。以上演奏面での成

功の原動力が早川正昭氏の指導であったことはもちろん

で, 7年余にわれる早川氏の努力はヨーロッパにおいて

実を結んだのだった。

運営面では松田教授はじめ旅行本部,後援会の協力で

困難な問題の解決にあたり,本来オーケス トラとは縁の

うすかった人々からも暖い協力が得られた。部内では ド

イツ旅行という目標のもと全員がまとまることが最大の

課題とされ,一応達せられたが,途中特に夏の合宿でサ

ークルとしてのオケの危機が叫ばれ,問題は後に持越さ

れた。これらは後の東大闘争の中で提起された問題点に

もつながってゆく。

(なお,訪欧に参加しなかった部員は11月 13日 の駒場

祭で日本女子大と合同演奏を行なった。)

§4.帰国後のこと

昭和42年 1月 ,帰朝報告を兼ねた第52回定期演奏会と

国公立大学音楽会を以って ドイツに明けドイツに暮れた

一年は終わった。結局この年度の演奏会は大小とりまぜ

て30回にも及び,活動規模は質量ともに最大だった。

42年度は再び例年どおりの活動を行なった。メンバー

が入れかわって (こ の年の新入生は40人以上 に の ぼ っ

た)訪欧当時ほどの実力はなくなったものの依然として

かなりの水準を維持し,特に演奏旅行 (山陽 。九州)で

は各地で今までになく評判がよかった。メイン・プロは

「シェエラザー ド」で,こ のためにはじめて演奏旅行に

ハープを持って出かけたので楽器運びの苦労は大変だっ

たが演奏効果は非常にあがり,ハープのはいったオーケ

ス トラをめったに聴く機会のない小都市などで特に喜ば

れた。またこの年は五月祭のプログラムに序曲だけを追

加して,余力を音楽教室にそそいだこともあって音楽教

室はかなり充実したものになった。

つづいて駒場祭は前年夏の合宿で弦の トレーナーをし

た桐朋の指揮科助手岡部成子氏を指揮者にむかえてシュ

ーベル トの9番を演奏した。駒場の 1, 2年生中`き でこ

のような大曲を演奏することについては当初不安の声も

かなりきかれたが,結果的には岡部氏の桐朋システムに

よる厳しい指導が効を奏してかなり密度の高い演奏とな

っ た 。

そして43年 1月 の定期演奏会では珍らしくフランスも

のばかリバロックから近代まで4曲 をとりあげ,中でも

原譜どおり混声合唱を加えた「ダフニスとクロエ」の演
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奏は話題を集めた。この曲の管弦楽は4管の大編成に打

楽器11人,ハ ープ2人を含むもので,一曲の出演者数は

史上最高になった。

この演奏会が終わって訪欧当時の主カメンバーの大部

分が卒業してオーケス トラは大幅な世代交代を迎え,技
術低下が少しずつ問題となってきた。外部環境を見ると

この定演のころは米空母エンタープライズ入港で騒然と

していた時期であり,学内では 1月 末医学部の無期限ス

トがはじまった。東大は,そ して東大オーケス トラは激

動の東大闘争の年を迎えようとしていた。

Ⅵ。 東大闘争の激動

1968年～69年の東大闘争は東大の存在と我国の大学制

度を根底から揺るがせた大事件だったが,オーケストラ

もこの激動の中で大きな試練に直面した。はじめのうち

は表面的には例年どおりの活動が続けられたが,闘争の

全学化にともなってきびしさを増した状況の中で常任指

揮者早川氏が突然辞任するという事件がおこり,オ ーケ

ス トラの本質,および音楽そのものが問われることとな

った。以下,東大闘争の推移をおりまぜながらオーケス

トラの活動を追ってみることにする。

§1.演奏旅行まで

医学部学生自治会が全学無期限ス トライキにはいった

のは68年 1月 29日 のことだった。インターン闘争以来長

い間くすぶりつづけていた研修医問題が深刻化したわけ

だったが,は じめのうちはまだ医学部だけの問題とされ

全学的な関′いをよばなかった。その後2月 の春見医局長

監禁事件,およびそれに伴う大量処分の発表,そ して卒

業式中止という事態に発展してようやくオーケス トラ活

動に影がなげかけられた。卒業式挙行のために大学当局

は一時警官の導入をも示唆したが,結局式を中止したた

め,オ ーケス トラの奏楽も自動的に流れた。 (卒業式中

止を伝える「サンデー毎日」は「安田講堂ではこの朝,

総長告示もワグナーの ``ニ ュールンベルクの名歌手''前

奏曲も間かれなかった……」と報じている。)つづいて

入学式も同様の混乱が予想されたため,入学式前日部内

で討論が行なわれて入学式奏楽の意義を考え,「奏楽は

新入生歓迎の意を示すものだから,新入生の大部分が参

列しなかった場合や,機動隊が式を守ったり,混乱で楽

器が危険な場合は奏楽を自発的に中止する。」という点

で意見の一致をみた。入学式は多少の混乱はあったが強

行され,奏楽も行なわれた。

その後五月祭での演奏は例年と同じように行なわれた

が, 6月 になって闘争はにわかに全学化,かつ活発化し

て新らたな局面をむかえた。まず6月 15日 医学部全学闘

争委員会が第 1次安田講堂占拠を行ない,バ リケー ドを

築いて約70名がたてこもったのに対し,17日 未明大河内

総長は「大学の中枢機能をマヒさせる講堂占拠は容認で

きぬ」として機動隊p∞人を導入して学生を排除した。

この機動隊導入は全学に大きな衝撃を与え,大学自治に

対する脅威として受けとられ,20日 には法学部をのぞく

9学部が一日ス トを決行,同 日安田講堂前で行なわれた

抗議集会には600Cl人以上の学生が参加した。28日 には総

長会見が開かれたが学生の不信感をつのらせて終わり,

7月 2日 全学共闘会議は大衆団交と処分の白紙撤回を要

求して安田講堂を再び占拠した。5日 には文学部につづ

いて駒場の教養学部が無期限ス トライキに突入し情勢は

日に日に緊迫感を増していった。

こうした中でオーケス トラの練習は一応平常どおり続

けられた。しかし闘争の進展に伴なって精神的 。時間的

に余裕のないまま練習にとりくむことになり,実際に練

習をさぼる者も出はじめた。この東大闘争は従来のいわ

ゆる学生運動と異なって東大自身が問題となっていたた

めに全学生にとって全く無関′いでいることは不可能であ

った。そしてオーケス トラでも「オーケス トラと政治性」

といった討論が行なわれ,政治問題をタプーとする雰囲

気のあったオーケス トラヘの批判が出,やがてサークル

としての本質論にまで発展していった。このころ演奏旅

行の準備はすでにはぼ完了してひき返せないところまで

きていたのと,演奏旅行が夏休み中であるために演奏旅

行の実施についての討論は行なわれず, 7月 16日東北地

方演奏旅行へ出発した。

§2.早川氏の辞任

演奏旅行では演奏会を9回,音楽教室を5回開催し,

特に音楽教室ではプロコフィエフの「ペーターと狼」を

ナレーションつきで演奏したのは新しい試みだった。こ

れは難曲だったので消化不良のまま本番をむかえた感が

あったが中学生には好評だった。演奏会の方はベー トー

ベンの7番と「展覧会の絵」という大変にスタミナを要

するプログラムでかなり出来,不出来があったが,酒田

・能代などではかなりの演奏を聞かせた。しかしこの旅

行中のオーケス トラの雰囲気は緊張感に欠け,中には観

光旅行気分でついて来ているがごとき行動をとる者もい

て,従来から問題にされていた演奏旅行のあり方が問題

化しようとしていた。

最終日は弘前だった。音楽教室が終って演奏会場に移

動し,ステージ・ リハーサルを終えようとした時指揮台
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の上の早川氏が「今まで長い間指揮をしてきましたが,

常任指揮者として棒をふるのはこれで最後です。」と突

然辞意を表明された。あと1回でこの旅行も終り,とい

う気分でいた部員たちにとってこの早川氏の辞任宣言は

まさに青天の解震であり,大 きな衝撃を与えた。一瞬放

心状態になった部員たちに楽器係が終了後の指示をする

声がうつろに響いた。

そして本番,演奏が始まるころになってやっと早川氏

辞任の重大な意味がのみこめてきた, という感 じだ っ

た。演奏中みんなかってなかったほど緊張し,早川氏の

タクトを見つめた。ベ ト7の あの難かしい リズムがいつ

になくピッタリと合った。休憩をはさんで「展 覧会 の

絵」, 終曲の「キエフの大門」のコーダが規則正しいチ

ャイムの音とともに高潮してゆくにつれ必死で演奏する

部員たちの胸にさまざまな思いが去来した。もうこれで

最後,みんなの目に涙がにじんでいた。音楽はクレッシ

ェンドを重ね,早川氏の指揮はますます熱を帯びて……

ついに演奏は終った。早川氏はいつもと同じようににこ

やかな表情であいさつをされ,「歌声ひびく野に山に」

のタクトをとられた。いつもなら晴れやかな表情で楽し

く演奏する「歌声ひびく」だがこの日ばかりはみんな涙

をこらえ,あ るいはハンカチでぬぐいながらの演奏だっ

た。聴衆の拍手はアンコールが終ってもなお続いた。

続いて行なわれた打上げパーティーの席上で早川氏は

「15年前初めて演奏旅行に来たこの弘前でバ トンを置く

ことになった。やめようと思ったのは仙台のベ ト7で振

りまちがいをしてからだ。私はプロとしての責 任 を と

る。しかし君たちもよりよい音楽を追求する厳しさをも

う一度考えてはしい。」と辞任の理由を述べ,鋭い問題

提起をされた。パーティーはいつもと同じようににぎや

かだったけれども,ど ことなくしめっばかった。

§3. 「新体制」をめぐって

いつまでも悲しんではいられない。その夜弘前市内の

旅館へ帰ってからいくつものグループに分かれて討論が

行なわれ,夜を徹した者も多かった。

東京へ帰ってから本格的にオケ活動の総点検と再建運

動が始められた。 3年生の執行部を中心とした集まりは

夏休み中ほとんど連日のように行なわれ,討論はオーケ

ス トラの現状分析からサークルとしてのオケの本質論,

学生の音楽団体のあり方にまで及び,従来の例年のスケ

ジュールを無批判に実行してゆくやり方への批判が出さ

れた。早川氏の人間的・音楽的魅力に頼りきり,す っか

りおぶさっていたオーケス トラは,早川氏の辞任という

大事件に遭遇して根底から動揺したのだった。この間部

員には膨大な量のアンケー トが送られたり,討論会への

呼び出しがあったり,ま た早川氏との会談も行 なわれ

た。

夏休みの終りの合宿までに執行部の態度として次のよ

うな方針が出された。①従来のなれあい的な運営 を改

め,指揮者に対するオケの責任を明確にする。②そのた

めに各機関の権限を明確した新運営機構をつくり,合宿

で正式に発足させる。③この新しい体制のもとで早川先

生を客演指揮者にお願いして定期演奏会を行なう。

そして合宿では執行部の提出した「新体制」をめぐっ

て激論がたたかわされた。特に 2年生から, 3年生の執

行部の独走を阻上し,一種の直接民主主義を志向する対

案が出され,オ ーケス トラの責任体制や部員の主体性と

いった問題を中′きに議論は深夜にまで及んだが,結局執

行部の提案がほぼ原案どおり承認された。ここで生まれ

た新体制は①総会(最高決定機関)②運営委員会(総務・内

務を中′いとした運営実施機関)③演奏委員会 (パー トリ

ーダーからなり,演奏面に責任をもつ)④監査委員会

(執行部の独走をチェックする)⑤評議委員会 (以上の

各委員会の代表と各学年から選ばれた委員によリオケの

方針を協議する一この委員会が最も問題 にな ったす)

といった組織を備えたもので,合宿中に各学年から評議

委員,監査委員が選出されて正式に発足した。

こうして定期演奏会,および駒場祭の曲の練習がはじ

められた。定演の曲はこれまた激論の末, ここ数年懸案

となっていたプラームスの4番に決まった。「悲願の曲」

プラ4にオーケス トラの前途を賭け,新体制のもと前進

が始まったのだった。しかし問題がすべて堀りおこされ

て解決されたわけではなかったために,東大闘争の拡大

の過程の中で問題は再燃することになる。

§4.闘争の拡大の中で

夏休み中も闘争をめぐる情勢は流動していた。大学側

では長い協議のすえ, 8月 10日「告示」を発表し,紛争

解決のための大学の「最終方針」を示し全学生に送付し

た。(いわゆる8・ 10告示)これに対し安田講堂を占拠

中の全学共闘会議 (=全共闘)は翌日告示による収拾を

断固拒否する方針を発表,全学生に送った。大学側では

当初夏休みが明けてセクトに無関係の「一般学生」力I立

ちあがって「告示」の線でス ト解除することを期待した

ようで,各学部では9月 はじめ告示の説明会を開いたりし

た。しかし休み明けのキャンパスのそこかしこで花開い

た討論の輪の中で 8。 10告示を大学側の居直 り, ごまか

しであるとして拒否する学生は増加していき,全共闘は

多くの支持者を集めるようになった。こうして9月 7日
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の教養学部代議員大会のス ト続行決議を先頭にして各学

部は次々と無期限ス トに突入,10月 12日 の法学部のス ト

でついに全学無期限ス トライキという事態となった。こ

の間建物の封鎖が広がる中で大学側は適切な対応をなし

得ないまま11月 はじめ大河内総長は辞任した。

オーケス トラは例年では9月 から10月 半ばまでは試験

で練習はしないが,こ の年はス トで試験は延期されてい

た。もしス トが終結した場合試験で練習が不足する, と

いうわけで9月 23日 定期演奏会の練習を開始した。しか

し刻々流動して10日 先のことは予測できないという情勢

の中では練習の計画をたてることはもとより,翌年 1月

に定演を行えるかを予測することも不可能だったため,

定演の実施については11月 中旬に決定することにな っ

た。オーケス トラとしてはメンバーが闘争への主体的な

参加と練習を両立できるよう最大限の努力をはらうこと

とし,毎週次の週練習を行なうことについて部員の承認

を求めながら練習は続けられた。続いて問題になったの

は10月 初旬の駒場祭のための合宿だった。「 この重大な

時期に大学をはなれていてよいのか」「 4, 5日 では大

した情勢の変化はあるまい」「駒場祭自体行なわれるか

どうかわからない」などいろいろな意見が出されたが結

局10月 4日 ,闘争から時間的,場所的に全く離脱して合

宿を行なうのはよくない,という意見が通って合宿は中

止された。このため駒場祭の演奏も練習量の点から不可

能になった。

11月 にはいって加藤一郎教授を総長代行とする加藤執

行部が登場,「話合い路線」を打ち出して新しい局面を

むかえた。しかしもはや東大闘争は単に処分撤回とか機

動隊導入という個別的な問題でなく,広 く大学 のあ り

方,帝国大学以来社会の中で果してきた役割,さ らに教

育体制そのものを問題とするようになり,全国に火の手
を広げた学園闘争の天王山とされるようになった。全共

闘は全学バ リケー ド封鎖を貫徹しようとし,日共系学生

は外人部隊を入れてこれを阻止しょうとし,大学側は両

派の間にはいって全学集会を開いて解決への道をさぐろ

うとしていた。内ゲバの頻発,そ して大量留年と卒業延

期の現実化,さ らに入試中止が取沙汰されるに及んで東

大闘争は大きな社会的関,い を集め,新聞は毎日東大の様

子を書きたてた。

定期演奏会 (69年 1月 19日 に予定されていた)を行な

うかが討議されたのはこうした状況の下においてであっ

た。練習はずっと続けられていたが, 9月 ごろ見られた

プラ4に対する熱意はかなり色あせていた。はじめのう

ちこそ念願のプラ4の重厚な響きに酔い,新体制のもとで

非常な緊張をもって練習にとりくんだが,ゃはリプラ4

は難かしくだんだん進歩が見られなくなって壁につきあ

たり, ドイッ旅行後の技術的低下という問題も指摘され

た。定期演奏会についての討論はほぼ 1ケ 月にわたって

いろいろな形で行なわれ,主にスト中の定演の意義づけ

が焦点となった。全共闘支持と民青 (日 共系)支持,三
年生の執行部と他の部員,音楽観の違い,さ らに深刻な

事態の下で音楽を奏するという一種の「 うしろめたさ」,

そういったさまざまの要素が直接 。間接にからみあって

討論は果てしなく続いたが,事務的準備のためには11月

下旬までに最後決定を下すことが必要だった。11月 17日

の評議委員会に続き,21日 は練習を早く切り上げて部員

総会を開いて最終的な討論を行なった。「音楽を追求す

る者として定演はぜひやりたい。闘争と音楽は別次元の

ものだし時間的にも両立可能」「自立的なサークル活動

は闘争を推進することと方向性において一致する」とい

った開催賛成の意見や,「 この事態の中で演奏会を行な

うのは社会責任上許されない。問題解決に専′さすべ き

だ。」「 1月 19日 頃の事態は全く予測がつかず,危険だ」

という反対意見がたたかわされた末,夜11時 になって採

決,結果は賛成43,反対 9,保留 9で,ス ト中でも試験

中でもともかくいかなる事態になっても定期演奏会を行

なうことを決定した。

オーケス トラのメンバーは闘争中,いつの時にもそう

だったように,きわめてバラエティに富んでいた。10月

には街頭闘争で部員 3名が逮捕されるという事件もあっ

た。 (10・ 8米軍タンク車阻止闘争,於新宿。オケ内で

もカンパや差入れ活動が行なわれた。)封鎖中の駒場第

八本館から練習に通う者,封鎖阻上のために練習を休む

者もいたし,オ ケの事務に追われて闘争について考える

ひまもなかった者,闘争には参加せずもっばら音楽に身

をささげた者,さ らに闘争のために遂にはオケを去った

者もいた。スト中,オ ケの部室はいつものようににぎわ

っていたし練習もずっと続けたけれども,毎日情勢がゆ

れ動いて事態は深刻化し:それがマスコミに報道される

という異常な状況でのオケ活動は常に不安に追いかけら

れていた。

§5. 定期演奏会決行

12月 初め,加藤総長代行は「新提案」を全学に示し,

学生の間では「全学集会」をめぐる対立,内ゲバが激化

するうちに文部省も対策にのり出し,入試中止や大学閉

鎖が検討されるに至って東大闘争は社会問題化していっ

た。結局全学集会 (大衆団交)は行なわれぬままに12月

も末になり,27日 の坂田文相と加藤代行の会談で44年度

の人試中止が決定した。そして大晦日,全共闘の時計台
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放送局からベー トーベンの第 9が流れて昭和43年は暮れ

ていった。

44年 1月 ,一部のノンセクト学生と日共系によって選

出された7学部の代表団と大学側との全学集会を10日 に

ひかえて緊張する中で,オ ーケス トラは6日 から練習を

始めた。9日 もいつものように練習を始めたが,日共系
。全共闘双方の部隊が続々構内に集まり,練習場のある

建物は日共系外人部隊の占拠するところとなって情勢不

穏になったために練習を途中で中止し,楽器を運び出し

た。この夜経済学部で乱闘があり,機動隊が導入 され

た。翌10日 には秩父宮ラグビー場で7学部代表団との今

学集会が機動隊5∞0の包囲の中で開かれ,同 日夜「確認

書」がとりかわされた。なおこの日集会粉砕のデモに加

わっていた部員 1名が逮捕され,13日 間拘留されたため

に定期演奏会に出演できなくなった。

11日 から各学部で無期限ス ト解除がすすめられて全共

闘は主導権を失ない,安田講堂への機動隊導入が必至に

なる中で,執行部はあくまでも19日 の定演実施にむけて

奔走した。練習はもう学内では行なえなくなって渋谷の

カワイ楽器で行ない,終わると楽器は車で持ち帰るとい

う非常態勢でのそんだ。この期に及んで演奏会をやる意

義がどこにあるのか,と いう疑間の声もきかれたが,事
態はもう引き返せないところまできていた.こ こで演奏

会を中止すればオーケス トラは一挙に崩壊することは明

きらかだったし,と もかく音楽をつくりあげなければな

らない,という音楽家としての「意地」が部員を支えて

いたのかもしれない。

18日 ,本郷構内に機動隊85∞が導入され,安田講堂や

法文 1号館などの封鎖解除が始まり, この様子はテレビ

で実況中継されて東大は全国の耳目を集めた。その夜の

ゲネプロのあい間にも部員たちはラジオのニュースに耳

を傾けていた。

19日 ,いよいよ定期演奏会当日になった。安田講堂へ

の機動隊の攻撃は朝から再開されていた。恒例の「歌声

ひびく野に山に」の合唱とアンコールの演奏はこのあま

りにきびしい状況にそぐわないので中止する こととし

た。 リハーサルも終わった午後 5時 46分,安田講堂はつ

いに機動隊の制圧するところとなり,本番前の部員の胸

は全共闘支持か否かを問わず複雑な思いに満たされた。

そして6時半, 8割 5分以上はいった聴衆を前にして54

固定演が開演した。後にこの演奏会のことを報じた新聞

記事の言葉を借りれば「ガスと水と石で廃虚になった安

田講堂とは “魔笛"でへだてられた夢のように優雅な別

世界」だった (毎日新聞2月 14日 朝刊より)。 東大の存

続すらわからなかった当時の状況の中で, もうこれが東

大オーケス トラの最後の演奏会になるかもしれない,と
だれもが思った。演奏はそれ自体かなりの出来だった力

'
部員の′きに宿る不安感はおおうべくもなく,曲が難かし

かったせいもあって音楽を充分に歌う余裕はあまりなか

った。ブラームスの4番の悲劇的な情熱をこめたフィナ

ーレが終わって拍手,最後に総務の南条洋雄氏がステー

ジからあいさつして演奏会は終了した。

こうして,戦時中以来最大とも思われる困難の中で定

期演奏会を「決行」したオーケス トラは,新 らたなるオ

ーケス トラ活動を模索しつつ混迷の時代をむかえること

となる。

VⅡ.模索する現代

§1.新らたなるオーケストラを求めて

定演は終わったもののそれから先の見通しは全くなか

った。定演の翌日,一時復活するかと思われた44年度入

学試験は正式に中止と決まり,新入生がはいる望みはな

くなった。大学の将来も暗然としていて,入試中止が一

年ですむかどうかもわからず,大学院大学への再編も取

沙汰される中でオーケス トラはどのような活動をすべき

かは見当もつかなかった。

例年 2～ 3月 は練習はしないが,こ の年は6月 初旬ま

で 139日 間にわたって練習のない日が続き, この間4回

の部員総会や3日 間の「討論合宿」が開かれて,オ ーケ

ス トラのつくる音楽とは何か,学生のオーケス トラとは

何か,われわれにとって演奏会とは何か,といった問題

が果てしなく討論された。新総務に就任した岩佐泉 氏

(42年度入学)は特に「スケジュール的にすべてが動く

今までのオーケス トラは形骸化している。これを克服す

る前提として部員の意識の不統ち 断絶を認めあった上

で活動しなければならない。」と主張し,慣例に従って

スケジュールを決めて実施してゆく「官僚的執行部」と

なることを拒否し,オ ーケス トラの練習を中止したのだ

った。ォーケス トラに絶望し,あ るいは懐疑的になって

去って行く者も何人かあった反面,と もかく楽器を1鳥 ら

そうと有志で弦楽合奏をしたこともあった。この間大学

は「正常化」への道を歩んでいた。3月 までに文 。医を

のぞく各学部で形の上では授業が再開され,新入生はは

いらないまま4年生は卒業して部員数はかなり減った。

例年なら新入生をむかえて活気あふれる駒場の春だが,

この年は授業が再開されても登校する者は少なく,キ ャ

ンパスは閑散としていた。

5月 初旬には討論合宿が行なわれ,延べ10時間以上に
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わたって討論をした。楽器を鳴らさないオーケストラは

無意味だ,オ ケの変革は練習を通じて行なわ れ るべ き

だ,とする「練習再開派」と,練習を再開して日常性に

埋没していてはオケの根本的問題は解決しない,と する

「非再開派」との間の議論はなかなかかみ合 わなか っ

た。しかし5月 16日 ,再び開かれた総会で,演奏会を前

提 としない練習を始めるという提案が可決された。そし

て6月 9日 ,5ケ月ぶりに学生ホールで練 習が再開 さ

れ,再開に反対していた岩佐氏は総務を辞してオーケス

トラを去っていった。以後主に早川正昭氏の指揮でハイ

ドンの 104番とシューマンの 1番を7月 下旬まで13回に

わてって練習し,最後にテープにとって反省会と総会を

行なった。この総会で「われわれにとって演奏会とはと

間うかわりに,われわれはどんな演奏会ができるかと問

うてやってみる方が創造的ではないか」 (55回定期プロ

グラムより)と いう新総務からの提案が可決され,新 ら

たな演奏会活動を指向しつつオーケス トラは再び歩みは

じめた。

この結果行なわれたのが昭和45年 1月 の第55回定期演

奏会であり, これは実に 1年ぶりのステージとなった。

部員も減って卒業生 9人,エ キス トラ8人をむかえての

苦 しい演奏会だった。演奏技術の低下は著るしく,再生
への道の遠いことを思わせた。こうした中でピアノ独奏
の小林仁氏の精魂こめた演奏は部員に,ま た聴衆に大き

な感銘を与えた。

§2.東大オーケス トラ1970

昭和45年 2月 ,常任指揮者に新しく小林研一郎氏をむ

かえてオーケス トラはまたひとつの転機をむかえた。ガ、

林氏は将来を嘱望されている着手指揮者であり,その新
:鮮な指揮ぶりは部員にとって大きな魅力だった。

4月 , 2年ぶりに多数の新入生をむかえてォーケス ト

ラは久しぶりに活気づいた。5月 祭は室内楽のみで終わ

り, 7月 にサマー・ コンサー トを開き,つづいて伊豆大

島で音楽教室を行なった。サマー ●コンサー トではベー

トーベンの第5と ともに小林氏の意向でス トラヴィンス

キーとジョリヴュの現代由2曲が演奏され,特にジョリ

ヴェの「 トランペット,弦楽,ピアノのため の小 協 奏

曲」は本邦初演で,作曲者からアマチュア音楽をたたえ

るメッセージがよせられた。音楽教室は例年の演奏旅行

と異ってほとんど部員の自己負担で費用がまかなわれた

点新しい試みだった。この音楽教室の際,指揮者の小林

氏が急に発熱して行かれなくなるという事件が起こり,

急拠学生指揮者が代役に立って何とか予定を消化したわ

けだが,これをきっかけとしてアマチュアに不なれな小

林氏の指揮の問題点が指摘され,それ以前からあったわ

だかまりが表面化した。東京へ帰ってから小林氏と相談

した結果,氏 自身も多忙で落着いて指導できないことも

あって結局常任からひとまず退くこととなった。

8月 の合宿でベー トーベン第 9の交響曲の練習が始ま

った。弦 トレーナー玉置勝彦氏 (ヴ ィオラ奏者)管 トレ

ーナー今井順夫氏(ト ロンポーン奏者)の 2人の指導のも

と,50年目にしてはじめて登場する第 9交響曲にむけて

の前進が開始されたわけである。一学年ぬけて技術的に

も低下した状況で第 9を とりあげるのは大きな冒検では

あるが, この第 9を新らたなる50年の開幕を告げる第 9

とすべく奮闘しているのが現在のオーケス トラである。

音楽部の歩んできた50年 は,昭和20年の終戦の年を境

にして戦前25年,戦後25年にわかれる。この間日本は戦

争への道を歩み,敗戦のあとは戦後の混乱の中からやが

て経済大国にまでのしあがるという激動を経てきたわけ

だが, この時代の波にもまれて音楽部も今までに述べた

ように多くの困難の中を歩んできた。昭和30年代の後半

めざましい進歩をとげたオーケス トラも東大闘争以後ま

たひとつの困難に直面し,その中で新しい道を模索して

いる。闘争中提起された問題は依然として解決されてい

ないが,新 らたなるオーケス トラ活動とより高い音楽へ

の模索はこれからも絶えることなく続いてゆくことだろ

う。 (飯塚 利昭)
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